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二松学舎大学人文学会第 131回大会 

プログラム・要旨集 

■日   時 2025年 12月 13日（土） 12:50～16:35 

■開催方式 対面（講演のみ YouTube配信あり） 

■会   場 二松学舎大学 九段キャンパス 1号館 

 

■パネル展示（林英一ゼミナール） 中洲記念講堂入口前ラウンジ 

戦後 80年 帰還者たちの記憶ミュージアム × 二松学舎大学 合同展 私たちが伝える戦争 南

方へ従軍した兵士たちの記憶 

 

■開会の辞 12:50～ 中洲記念講堂 

■研究発表 13:00～ 

【中洲記念講堂】13:00～14:40 

菫の「魔法」――川端康成『乙女の港』三人エスの関係性から    曲 子為 

太宰治『饗應夫人』――「饗應」に至るまで           宋 迪 

宮澤賢治「雨ニモマケズ」のモチーフとしての斎藤宗次郎―歴史地理学と思想史の観点から 

麻生 将 

 

【202教室】13:00～14:00 

 

後漢霊帝について――諡号と評価を中心に         杢屋 幸明 

近代漢語「権能」の語史              中谷 仁 

 

■講演 【中洲記念講堂】15:00～16:35 

ピーター・マクミラン 

日本の古典文学を次の千年へ、そして世界へ 
 

■閉会  16:35 

■懇親会 17:00～ 
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【
第
１
会
場
】 

 
菫
の
「
魔
法
」 

―
―

川
端
康
成
『
乙
女
の
港
』
三
人
エ
ス
の
関
係
性
か
ら 

曲 

子
為  

本
発
表
は
、
川
端
康
成
が
少
女
雑
誌
「
少
女
の
友
」
に
発
表
し
た
『
乙
女
の
港
』

を
対
象
と
な
る
。
大
河
原
三
千
子
、
八
木
洋
子
、
克
子
を
中
心
と
し
た
「
三
人
エ

ス
」
と
い
う
特
異
な
女
学
生
間
の
「
友
情
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
行
方
を
分
析

し
た
い
。
少
女
小
説
に
お
け
る
「
友
情
」
の
表
象
と
そ
の
社
会
的
意
味
を
探
求
す

る
こ
と
で
、
少
女
小
説
研
究
に
お
け
る
新
た
な
視
点
を
提
供
し
、
川
端
の
作
品

が
持
つ
多
層
的
な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。 

ま
ず
、「
少
女
」
と
い
う
概
念
の
歴
史
的
背
景
と
文
学
的
誕
生
に
つ
い
て
考
察

し
、
特
に
明
治
期
以
降
の
女
学
生
文
化
の
中
で
形
成
さ
れ
た
「
少
女
」
の
表
象
に

焦
点
を
当
て
る
。
明
治
時
代
に
お
け
る
男
女
別
学
化
や
教
育
改
革
に
よ
り
、
女

子
教
育
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
女
学
生
た
ち
は
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
い
っ

た
。 次

に
、「
エ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
親
密
な
友
愛
関
係
に
注
目
し
、
作
品
に
お
け
る

「
友
情
」
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
花
や
自
然
の
描
写
が
、
三
人
の
関
係
を
ど

の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
作
品
に
お
け
る
自
然
描
写

が
登
場
人
物
の
感
情
や
心
理
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。 

最
後
に
、
作
中
八
木
洋
子
の
卒
業
後
の
進
路
と
大
正
時
代
の
職
業
婦
人
の
時

代
状
況
を
考
察
し
、
女
性
の
自
立
や
社
会
的
な
役
割
を
見
直
す
契
機
と
な
る
可

能
性
に
つ
い
て
提
示
す
る
。 

（
キ
ョ
ク
・
シ
イ
／
本
学
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）  

太
宰
治
『
饗
應
夫
人
』 

―
―

「
饗
應
」
に
至
る
ま
で 

宋 

迪  

『
饗
應
夫
人
』
は
、
昭
和
二
三
年
一
月
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
光CLARTE

』

の
第
四
巻
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
太
宰
治
の
短
編
で
あ
る
。
作
品
の
内
容
は
、

四
年
前
に
こ
の
家
へ
お
手
伝
い
に
来
た
「
女
中
」
の
「
ウ
メ
ち
や
ん
」
が
、
一
人

称
の
「
私
」
を
用
い
て
、
自
ら
の
視
点
か
ら
「
奥
さ
ま
」
と
、
そ
の
「
奥
さ
ま
」

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
「
私
」
と
、
そ
こ
に
表
わ
れ
た
饗
応
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。 

『
饗
應
夫
人
』
の
内
容
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
、
概
ね
二
つ
の
方
向
に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
は
、
女
性
を
神
聖
化
し
た
も
の
で
あ
る
。「
奥
さ
ま
」
の
饗
応
を
、

太
宰
の
作
品
に
一
貫
し
て
い
る
、
女
性
の
無
償
性
へ
の
賞
賛
と
し
て
評
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
奥
さ
ま
」
の
「
饗
応
」
を
、
女
性
あ
る
い
は

人
間
の
弱
さ
と
し
て
評
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

「
私
」
が
「
奥
さ
ま
」
と
同
じ
よ
う
な
行
動
を
行
う
理
由
を
十
分
に
説
明
し
て
い

な
い
。 

本
論
は
、「
女
中
」
で
あ
る
「
私
」
を
中
心
に
作
品
を
読
み
、
幾
つ
か
の
側
面

か
ら
「
私
」
の
行
動
の
原
因
を
分
析
し
、「
私
」
が
「
奥
さ
ま
」
と
同
じ
よ
う
な

行
動
を
行
う
理
由
を
解
読
し
て
み
た
い
。 

（
ソ
ウ
・
テ
キ
／
本
学
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
） 
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宮
澤
賢
治
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
斎
藤
宗
次
郎 

―
―

歴
史
地
理
学
と
思
想
史
の
観
点
か
ら 

麻
生
将 

 

本
発
表
の
目
的
は
、
宮
澤
賢
治
（18

9
6

～1
9
33

）
の
晩
年
の
作
品
で
あ
る
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
モ
デ
ル
な
い
し
モ
チ
ー
フ
と
し
て
斎
藤
宗
次
郎
が
言
及
さ
れ

て
き
た
点
に
つ
い
て
、
歴
史
地
理
学
と
思
想
史
と
い
う
二
つ
の
研
究
分
野
の
観

点
か
ら
の
実
証
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

斎
藤
宗
次
郎
（1

8
77

～19
68

）
は
現
在
の
岩
手
県
花
巻
市
出
身
で
、
無
教
会
主

義
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
、
内
村
鑑
三
（1

8
61

～19
3
0

）
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
斎

藤
は
花
巻
川
口
町
（
現
：
花
巻
市
）
小
学
校
教
員
を
経
て1926

年
に
東
京
に
移

住
す
る
ま
で
の
間
、
書
店
と
新
聞
取
次
業
を
営
ん
で
い
た
。
ま
た
、
斎
藤
は
花
巻

川
口
町
で
宮
澤
賢
治
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
そ
の
生
き
様

か
ら
斎
藤
が
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
、
と
す
る
説
が
文
学
研

究
者
や
宗
教
研
究
者
の
間
で
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も

印
象
論
的
な
も
の
で
、
一
次
史
料
に
基
づ
く
実
証
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本

発
表
で
は
斎
藤
宗
次
郎
が
遺
し
た
日
記
や
花
巻
川
口
町
時
代
の
土
地
台
帳
、
古

写
真
な
ど
の
一
次
史
料
を
検
証
し
、
斎
藤
が
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
モ
デ
ル
な
い

し
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
歴
史
地
理
学
と
思
想
史
研
究
の
知
見

を
用
い
て
実
証
す
る
。 

（
ア
ソ
ウ
・
タ
ス
ク
／
本
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
専
任
講
師
） 

  
 

 

【
第
２
会
場
】 

 

後
漢
霊
帝
に
つ
い
て 

―
―

諡
号
と
評
価
を
中
心
に 

杢
屋
幸
明 

 

後
漢
衰
退
期
に
霊
帝
と
い
う
皇
帝
が
居
た
。
そ
の
霊
帝
に
つ
い
て
、
例
え
ば
蜀

漢
の
諸
葛
亮
は
「
出
師
表
」
に
於
い
て
、「
先
帝
在
時
、
毎
与
論
此
事
、
未
嘗
不

歎
息
痛
恨
於
桓
、
霊
也
」
と
述
べ
る
。
他
の
歴
代
の
評
価
を
見
て
も
総
じ
て
低
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

そ
の
霊
帝
に
つ
い
て
、
日
中
両
国
で
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
政
策

を
検
討
し
再
評
価
を
す
る
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
こ
こ
で
私
が
注
目
し
た
い
の

は
、
そ
の
政
策
、
改
革
が
曹
操
の
そ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
園
軍
と
青

州
兵
、
鴻
都
門
学
と
文
学
振
興
で
あ
る
。
こ
の
類
似
点
か
ら
察
す
る
に
、
霊
帝
に

低
い
評
価
が
下
さ
れ
る
原
因
の

1

つ
に
は
、
同
様
の
改
革
に
成
功
し
た
曹
操
と

の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
即
ち
霊
帝
は
改
革
者
と
し
て
も
統
治

者
と
し
て
も
曹
操
に
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
ち
位
置
に
居
た
為
に
低
い
評
価
を

下
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
ら
ば
霊
帝
を
個
と
し
て
見
る
こ
と

に
よ
り
、
曹
操
の
比
較
対
象
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
故
に
生
ま
れ
た
バ
イ
ア
ス

を
剥
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
再
評
価
」
と

い
う
点
か
ら
見
て
も
有
益
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

本
発
表
に
於
い
て
は
、
ま
ず
先
行
研
究
を
概
観
し
、
霊
帝
の
事
績
や
歴
代
の

評
価
を
改
め
て
確
認
し
、
霊
帝
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

（
モ
ク
ヤ
・
タ
カ
ア
キ
／
本
学
文
学
研
究
科
中
国
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
） 



3 

 

近
代
漢
語
「
権
能
」
の
語
史 

中
谷 

仁  

本
研
究
で
は
、
近
代
漢
語
「
権
能
」
を
対
象
と
し
、
近
代
か
ら
現
代
ま
で
の

用
法
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
変
遷
を
検
討
す
る
。 

従
来
の
法
律
用
語
史
の
研
究
で
は
、「
権
利
」
の
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て

き
た
一
方
で
、
類
義
語
の
「
権
能
」
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
な
ど
に
お
い
て
「
権
能
」
が
用
い
ら
れ
た
影
響

か
、
神
話
関
係
の
書
籍
で
の
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
一
般
化
の
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
用
法
も
著
者
の
解
釈
に
よ
り
差
異
が
発
生
し
て
お
り
、
現

在
進
行
形
で
変
化
し
て
い
る
語
彙
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。 

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
明
治
元
訳
聖
書
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
用
例
を
収
集
し
、
そ
の
用
法
と
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
以
下
の
二
つ
の
こ
と
を
報
告
す
る
。
一
つ
目
は
、
現
在
用
い
ら
れ
る

権
利
や
そ
の
は
た
ら
き
を
意
味
す
る
用
法
が
、
明
治
初
期
の
自
由
民
権
運
動
を

は
じ
め
と
す
る
政
治
活
動
の
余
波
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

は
権
威
の
あ
る
力
を
意
味
す
る
用
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
二
つ
目
は
、

そ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
「
神
の
力
」
の
用
法
に
お
い

て
、
複
数
の
神
々
が
登
場
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
流
行
に
伴
う
対
象
の
拡

大
が
発
生
し
、
用
法
の
拡
張
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
二
点
を
本
研
究
の
結
論

と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
る
。 

(

ナ
カ
タ
ニ
・
ヒ
ト
シ
／
本
学
文
学
部
国
文
学
科
日
本
語
学
専
攻) 




